
１
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

１
平
均
給
与
額
の
最
低
保
障
額
は
、
4400円




と

す
る
。

１
平
均
給
与
額
の
最
低
保
障
額
は
、
4200円




と

す
る
。

２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

２
こ
の
決
定
に
よ
る
改
正
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
効
力
を
発
生
す
る
。

令
和
８
年
度
塩
需
給
見
通
し

（
単
位
：
千
ト
ン
）

用
途
別

項
目

生
活

用
業

務
用
ソ
ー
ダ
工
業
用
合

計

（
612）

需
要
見
込
数
量
（
Ａ
）

105
1674

6281
8059

期
首
在
庫
（
Ｂ
）

48
326

1170
1545

供
給
見
込
数
量
（
Ｃ
）

116
1804

6351
8271

89
748


837

（
32）

27
1055

6351
7434

計
（
Ｄ
）
＝
（
Ｂ
）
＋
（
Ｃ
）

164
2130

7522
9816

期
末
在
庫
（
Ｄ
）
－
（
Ａ
）

60
456

1241
1757

う
ち
国
内
産

外
国
産

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

令
和
８
年
度
塩
需
給
見
通
し
の
公
表
に
つ
い
て

塩
事
業
法
（
平
成
８
年
法
律
第
39号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
塩
需
給
見
通
し
を
次
の
と

お
り
策
定
し
た
の
で
、
同
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
８
年
３
月
31
日

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き


１
．
〇
「
生
活
用
」
は
、
主
に
小
売
店
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
、
家
庭
用
及
び
飲
食
店
等
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

〇
「
業
務
用
」
は
、
食
料
品
そ
の
他
の
物
資
の
製
造
、
融
氷
雪
用
等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
ソ
ー
ダ
工
業
用

を
除
く
。）で
あ
る
。

〇
「
ソ
ー
ダ
工
業
用
」
は
、
か
せ
い
ソ
ー
ダ
、
ソ
ー
ダ
灰
等
の
特
定
化
学
製
品
の
製
造
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

〇
需
要
見
込
数
量
の
業
務
用
欄
の
（
）
内
は
、
食
料
品
製
造
業
用
の
数
量
で
内
数
で
あ
る
。

〇
供
給
見
込
数
量
の
う
ち
「
外
国
産
」
は
、
輸
入
さ
れ
た
塩
及
び
輸
入
さ
れ
た
塩
を
も
と
に
し
て
製
造
さ
れ

た
塩
の
数
量
で
あ
り
、
ソ
ー
ダ
工
業
用
欄
の
（
）
内
は
副
産
塩
の
数
量
で
内
数
で
あ
る
。

２
．
塩
需
給
見
通
し
は
、
塩
事
業
法
に
基
づ
く
登
録
を
受
け
た
業
者
（
製
造
・
輸
入
・
卸
売
）
及
び
塩
事
業
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
令
和
８
年
１
月
末
時
点
の
販
売
見
込
数
量
等
の
報
告
に
基
づ
き
策
定
し
て
い
る
。

３
．
単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
不
突
合
を
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

登
録
漁
ろ
う
操
船
講
習
の
登
録
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
二
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
漁
ろ
う
操
船
講
習
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
年
月
日

令
和
八
年
三
月
十
三
日

二

登
録
番
号

第
二
号

三

登
録
漁
ろ
う
操
船
講
習
実
施
機
関
の
名
称

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
大
学
校

四

住
所

山
口
県
下
関
市
永
田
本
町
二
丁
目
七
番
一
号

五

代
表
者
の
氏
名

藤
井

徹
生

六

登
録
漁
ろ
う
操
船
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
大
学
校

山
口
県
下
関
市
永
田
本
町
二
丁
目
七
番
一
号

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

上
越
市
茶
屋
ケ
原
字
鳥
が
首
九
六
四
番
三
か
ら
同
市
茶
屋
ケ
原
字
岩
の
原
べ
ろ
一
六
六
九

番
二
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）た
だ
し
、
電
柱
を

地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に

用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
四
月
一
日

図

面

縦

覧

場

所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
田
河
川
国
道
事
務
所

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

糸
魚
川
市
押
上
無
番
地
内

糸
魚
川
市
大
字
藤
崎
字
樋
ノ
本
一
一
九
六
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
藤
崎
字
滝
ノ
上
九
九

九
番
一
地
先
ま
で

糸
魚
川
市
大
字
能
生
字
中
山
七
五
五
〇
番
二
九
か
ら
同
市
大
字
能
生
字
屋
敷
七
一
九
六
番

ま
で


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